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【はじめに】 

 

 私に１００ｋｍ徒歩の旅の担当副理事長の話が舞い込んだのは２００８年の秋であ

った。この事業は真夏に小学生の参加者を集い、暮らしている地域を４泊５日かけて１

００ｋｍ歩く事業である。事業立ち上げの苦労は覚悟していたつもりだったが、それは

過酷を極めた。 

事業終了後、子ども達の成長のみならず自分の成長も感じた。１００ｋｍに、青年会

議所（以下ＪＣ）に鍛えてもらい育ててもらった、そう感じた。何か恩返ししなくては

ならない、理事長に自分がなることでＪＣに恩返し出来ればと考えた。また理事長とし

てＪＣをまとめ、地域に貢献し、その中で自分も更に成長させて頂ければこれ以上の事

はないと考え、理事長を志した。 

 

【本物の事業、本物のＪＣ】 

 

 現在、日本は１００年に 1 度という不況下にある。私たちが暮らすカシオペア地域もそ

の例に洩れない。私が従事する建設業界も公共事業の減少などに伴い、全体的に業績の悪

化が顕著であり、老舗と言われる大きな会社の倒産も珍しい事ではなくなった。 

 そんな不況のあおりを受けて、我がカシオペアＪＣを取り巻く環境もまた良いとは言え

ない。右肩下がりの会員数がそれを物語っている。また全国的にもＪＣの会員は減り続け

ピーク時には 6 万 6 千名余いた会員数は現在 3 万 6 千名余、７５７あった全国のＪＣも現

在は７０９となっている。しかしこんな不況下でも業績を伸ばしている元気な会社も少な

くない、また会員数が増え、発展しているＪＣも少なくない。まさにそのような会社、Ｊ

Ｃは本物であり、逆に本物でなければ生き残れない時代が来たと感じる。 

 本物のＪＣとはなんだろう。どうすれば本物のＪＣになれるのだろうか。私のＪＣでの

恩師の言葉である、「ＪＣＩクリードの中の【人類への奉仕が人生最善の仕事である】ここ

がとても大事である。本物のＪＣとは、ＪＣＩクリードと共に運動を展開するＪＣである。」

これは言い換えれば「本物のＪＣになりたければ、真に地域のためになる本物の事業をし

なさい。」という意味であろうと考える。私も全くその通りであると感じている。 



 

 それでは本物の事業とはなんだろうか。答えは簡単である、地域の人々のためになり、

地域の人々に感謝してもらえる事業である。ＪＣ内部からの評価は目的とはならない。 私

の理事長としての責務は、本物の事業をどれだけのクオリティで出来るか、その一点であ

ると考えている。 

 私はＪＣとは、とてつもない潜在能力、ポテンシャルがあると考えている。それは新た

な事業を産み出し易い単年度制に起因している。これにより本物の事業を数年かけて育て、

市民団体として切り離し、また新たな本物の事業を産み出し、また地域に根付かせていく、

つまり次々と本物の事業を地域に産み出していく事が出来る。こんな事が出来るのはＪＣ

だけであると思う。過去においてもカシオペアＪＣは二戸祭り、二戸大作太鼓、カーリン

グ、カシオペアＦＭ等数々の事業を生み出し、地域に根付かせてきた。私も自分が信じた

事業を必ず地域に根付かせ、一生背負う覚悟である。そしてきっと私の後輩達も、新たな

本物の事業を地域に根付かせていってくれると信じている。 

 

【本物のＪＡＹＣＥＥを増やすために】 

 

 我々が地域に根ざし、発展していくためには新たなる仲間の参加が必要不可欠である。

私は会員拡大に事業と同等の重きを置いている。 

私がＪＣに入会したのは先に入会していた友人の誘いであった。その時は頼む、の一言

に負けて入会したのである。周りの人にもＪＣの事がよく分からずに入会している方がい

る。 

 確かに今まではそれでも良かったのだろう。しかし今後はこのような形での入会はどん

どん難しくなるだろう。活動を理解していない団体に多額の会費を出せる企業は少なくな

っている。そしてまた良く分からず入会した会員の中にはＪＣ運動が全く理解できず、Ｊ

Ｃ運動から離れていく会員もいる。 

 ではどうすれば良いのだろうか。私は会員候補が必ず思う、ＪＣとは何か。どんな事業

を行っているのか。入って何のメリットがあるのか。というごく当たり前の疑問に、納得

の行く回答が出来なければならないと考える。 

 これからは行なっている事を説明し、それに共感してもらわなければ入会は難しいので

はないだろうか。もちろんそれには共感してもらえるような本物の事業が必要である。本

物の事業を行なう事が私の責務であるというのは、会員拡大においても、その事が非常に

大切になってくるからである。逆に本物の事業を行えば、自然と共鳴して入会してくれる

同士もいるはずだ。メンバーの皆さん、本物の事業を行ない、さらには地域のためになる

事業を企画、実施し、地域におろしていけるＪＣの醍醐味をＰＲし、本物の会員拡大に繋

げて行こうではありませんか。 

 



 【時代の変化に対応する体制作り】 

 

【この世に生き残る生き物は、最も力の強いものか。そうではない。最も頭のいいもの

か。そうでもない。それは、変化に対応できる生き物だ。】これはイギリスの著明な自然科

学者、チャールズ・ダーウィンの言葉である。 

携帯電話とインターネット、私の高校時代には影も形もなかったこれらの文明の利器に

より、我々の生活は１８０度変わってしまったかのような印象さえ受ける。カシオペアＪ

Ｃにおいても理事会での紙資料は電子資料へと変わり、連絡の主な方法は電話、ファック

スから携帯電話、インターネットを利用したメールになった。しかしながら私は更なる社

会の変化に対応する組織、体制づくりが必要であると考えている。私はＪＣの運営におい

て事業を行いながらも、事務、総務の職務を取捨選択し、積極的に精査を行なっていきた

い。 

そして時代の変化といえば、ＪＣの存在の根本に関わる、公益法人制度改革が２００８

年に本格的にスタートした。我々は２００７年より公益法人格取得の準備を始め、総会決

議をもって公益法人格の取得を決意した。また全国的にも数箇所のＪＣがすでに公益法人

格の取得をしており、これから全国のＪＣで加速的に取得がなされていくのは間違いがな

い事と思われる。我々は最大限の情報収集をし、日本ＪＣと連携をとり、公益法人格の取

得に全力を尽くしたい。 

 

【輝く岩手の創造のために】 

 

 今年度カシオペアＪＣは久慈浩介君を第４０代岩手ブロック協議会の会長として輩出す

る。これはカシオペアＪＣでは第１０代高杉昭一先輩、第２８代中田勇司先輩に続き 3 人

目となる。我々も出向者等で協力し、担当委員会を設置し、最大限のバックアップをして

岩手ブロック協議会を盛り上げて行きたい。 

 またこのカシオペアから岩手を元気にし、盛り上げる事業を行なっていきたい。 

 そして今年度の岩手ブロックのスローガン「ＰＯＳＩＴＩＶＥ ＣＨＡＮＧＥ 前のめ

りに歩むＪＡＹＣＥＥによる輝く岩手の創造」達成のために是非岩手ブロック協議会と手

を携えて邁進して行きたい。 

 

【４０周年を終え、新たなる一歩へ】 

  

我々カシオペアＪＣは昨年度、節目の創立４０周年を迎えた。４０年の長きに渡って地

域の為の地域に根ざした数々の事業を行われてきた諸先輩方に感謝の意を表すと共に最大

限の敬意を表したい。 

 私は今年度、諸先輩方が行ってきた事業に恥じない本物の事業を行っていきたい。また



歴史を積み重ねるのが目的ではないが、我がカシオペアＪＣが未来永劫に渡って、地域の

為の事業を展開していくことを切に願う。 

 

【結びに】 

 

 苦労は買ってでもしろという言葉がある。これは苦労によって人は大きく人間的に成長

できるのだから、苦労できるチャンスがあれば買ってでもしなさいという意味である。し

かし現実、苦労を買えるチャンスというのはなかなかない。私はＪＣとはまさにこの苦労

を買える団体だと思っている。そしてＪＣに入っての個人的なメリットは苦労、修練によ

る人間的な成長にあると思っている。しかし残念ながらこれに気づかないメンバーは、何

かビジネスになるのではないか、という現実的なメリットを求め、それが叶わないとなれ

ばＪＣから離れていく。 

 また人間というのは意味のない苦労、修練には耐えられないものである。私が１００ｋ

ｍ徒歩の旅の事業立ち上げの修練に耐えられたのも「１００ｋｍ徒歩の旅は必ず地域に必

要だ、必ずやらなければならない。」という信念があったからだ。それがない事業のためな

らここまでは到底できなかったであろう。そして私は人間として大いに成長させて頂いた

と感じている。 

 繰り返しになるがＪＣを修練の場と位置づけるならば、そこにはＪＣの活動を行ってい

くうえでの精神的なバックボーンであり、根幹であり、アイデンティティ足りえる本物の

事業が必要なのである。 

 本物の事業を行い、地域に貢献し、またその経験、苦労の中で自らを鍛え、人間的に成

長しそれを家庭、職場、そして地域にフィードバックしていく、それこそが本物のＪＡＹ

ＣＥＥであると私は信じている。仕事と、家庭を両立しながら、手弁当でＪＣ運動を行っ

ているメンバーの皆さんには、是非ＪＡＹＣＥＥである事に誇りを持って欲しい。ＪＣメ

ンバーとしてのプライドを持って欲しい。メンバーの皆さん、ＪＣプライドと共に 1 年間

がんばって行こう。 

 

私はこの１年間、カシオペア青年会議所とこのカシオペア地域が一歩でも良い方向に行

けるように全身全霊を傾ける、「出切る・出切る・必ず出切る」真に地域に必要とされるＪ

Ｃのために。 

 

 

 


